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ＥＦ１ＳＲＰ－０１Ｕ補足資料(M16C/2０ｼﾘｰｽﾞ編)

第一版 2000年 10月 発行

１．概要

本資料の内容は三菱電機製ＭＣＵ Ｍ１６Ｃ／２０シリーズのフラッシュメモリ内蔵ＭＣＵに

読み出し、書込み、消去を行うために必要な注意事項が記載されています。
またＭ１６Ｃ／２０シリーズの各機能に対応したコマンドの操作説明を記載しています。

２．動作環境

本書に記載されているＭＣＵは以下の環境にてご使用ください。

＜ＥＦＰ－Ⅰ本体＞

Monitor Version ：Ver.3.00.23以上

＜コントロールソフトウェア＞

WinEFP Version：Ver.1.02.00以上

SRPMCU12.TBL Version：Ver.1.02.06以上

３．個別書込仕様

・４線式シリアル書込方式
・ＩＤ照合機能

・ブート領域出力機能

・ページプログラム（２５６バイト）

４．端子結線

Ｍ１６Ｃ／２０シリーズのターゲット接続ケーブルの端子結線表を表４．１に示します。

表４．１ ターゲット接続端子結線表

EF1SRP-01U側 ﾀｰｹﾞｯﾄ側先端 信号名 4線式ｹｰﾌﾞﾙ ｼﾘｱﾙ書込み時のMCU接続端子名

ｺﾈｸﾀ PIN No. 線色 PIN No.

１ 橙／赤点１ GND １ VSS端子に接続 *3

２ 橙／黒点１ GND １ VSS端子に接続 *3
３ 灰／赤点１ T_VPP ４ CNVSS端子に接続

４ 灰／黒点１ T_VDD ５ VCC端子に接続(VCC ﾕｰｻﾞｰ )*1は 側電源使用

８ 白／黒点１ T_PGM/OE/MD ８ 未接続

９ 黄／赤点１ T_SCLK ６ CLK0端子に接続

10 黄／黒点１ T_TXD ７ RXD0端子に接続

11 桃／赤点１ T_RXD ２ TXD0端子に接続

12 桃／黒点１ T_BUSY ３ BUSY端子に接続
14 橙／黒点２ T_RESET ９ RESET端子に接続 *2

15 灰／赤点２ GND 10 VSS端子に接続 *3

16 灰／黒点２ GND 10 VSS端子に接続 *3

*1 ＥＦＰ－Ⅰ側で使用する出力バッファーの電源電圧を、ユーザー側電源電圧（ＶＣＣ）に合わす

ため、ＶＣＣをユーザー側から供給下さい。

*2 書込みベリファイ後のリセット解除は行わないため、ＭＣＵ実行時はターゲット接続ケーブルを

切り離してください。
*3 シグナルＧＮＤはＥＦ１ＳＲＰ－０１Ｕ側コネクタの1,2,15,16番の４端子を用意しています。

ターゲット基板に接続される場合、１端子のみ接続されても問題はありませんが、２端子以上で

接続されることをお勧めします。

*4 ＭＣＵのＸｉｎ、Ｘｏｕｔ端子は発振回路に接続してください。
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（１）Ｍ１６Ｃ／２０シリーズをご使用される場合のターゲットＭＣＵ周辺回路例を

図４．１に示します。

図４．１ ターゲットＭＣＵ周辺回路例

注１：ユーザー周辺回路が出力回路となっている場合は、シリアル書込み時に出力同士の衝突が

起きないように、ジャンパーで切り離すなどの処理を行って下さい。

注２：ＥＦＰ－Ｉ側のリセット出力はオープンコレクターになっていますので、リセット回路が

オープンコレクター出力の場合は、直接ＲＥＳＥＴ端子に接続して下さい。ただし、プル

アップ抵抗が接続されていなければなりません。リセット回路がＣＭＯＳ出力の場合は

注１と同様の処置をするか、またはＥＦＰ－Ｉ側のＴ＿ＲＥＳＥＴ信号をリセット回路の
入力に接続して下さい。ただしリセット遅延時間は３０ｍｓ以内として下さい。

またＲＥＳＥＴ端子にはコンデンサ等は一切実装しないようにしてください。

注３：ＣＮＶＳＳ端子に対してＥＦＰ－Ⅰ側から１２Ｖの電圧が印加されますのでオーバーシュ

ート対策用として０．１μＦの積層セラミックコンデンサを実装してください。

０．１μＦよりも容量の大きいコンデンサを実装された場合、下記のような現象が発生す

る可能性があります。

発生現象

ＣＮＶＳＳへの電圧入力タイミングに遅延が発生した場合、１２Ｖ出力時の５Ｖレベル

付近時にＭＣＵが他のモードで動作し、出力端子同士の衝突が起きる可能性があります。
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（２）ユーザ周辺回路が出力となる場合の衝突防止回路例を図４．２に示します。

＊プログラミング時ジャンパを外す。

図４．２ ジャンパによる衝突防止回路

５．ＩＤコード領域

Ｍ１６Ｃ／２０シリーズのＭＣＵは内蔵フラッシュメモリのＦＦＦＤＦＨ、ＦＦＦＥ３Ｈ、

ＦＦＦＥＢＨ、ＦＦＦＥＦＨ、ＦＦＦＦ３Ｈ、ＦＦＦＦ７Ｈ、ＦＦＦＦＢＨにＩＤコード領域を

備えています。

ＩＤデータサイズは７バイト固定です。各ＩＤコード領域に１バイトずつＩＤコードを設定し

てください。
ＩＤコード領域にＩＤコードが書込まれたＭＣＵはＩＤコードの照合を行いＩＤコードが一致

しないかぎりＭＣＵ内蔵フラッシュメモリの読み出し、書込み、消去は行えません。

※ＩＤコード領域がブランクの場合は除きます。

図５．１にＩＤコード領域の構成について示します。

ＦＦＦＤＦＨ ＩＤコード（1ﾊﾞｲﾄ目）

・ ・

ＦＦＦＥ３Ｈ ＩＤコード（2ﾊﾞｲﾄ目）

・ ・

ＦＦＦＥＢＨ ＩＤコード（3ﾊﾞｲﾄ目）

・ ・

ＦＦＦＥＦＨ ＩＤコード（4ﾊﾞｲﾄ目）

・ ・
ＦＦＦＦ３Ｈ ＩＤコード（5ﾊﾞｲﾄ目）

・ ・

ＦＦＦＦ７Ｈ ＩＤコード（6ﾊﾞｲﾄ目）

・ ・

ＦＦＦＦＢＨ ＩＤコード（7ﾊﾞｲﾄ目）

図５．１ ＩＤコード領域の構成

６．ＩＤ Ｃｏｌｌｕｓｉｏｎ（ＩＤ照合）

ＷｉｎＥＦＰの環境設定ダイアログのＩＤ照合パラメータでＩＤコード等を入力しＩＤコード

の照合を行います。ターゲットＭＣＵのＩＤコード領域にＩＤコードが書込まれている場合は

必ずＩＤコードの照合を行なってください。

ＩＤコードが一致しない場合はＷｉｎＥＦＰウィンドウのメニュー内の［Ｄｅｖｉｃｅ］内の
コマンドは使用できなくなります。

※ＩＤコード領域がブランクの場合はＩＤコードを入力してもＩＤコードの照合は行いません。

図６．１にＩＤ照合パラメータの構成を示します。
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図６．１ ＩＤ照合パラメータの構成

１）Ｉｎｐｕｔ Ｆｏｒｍａｔ（入力形式）

ＩＤコードの入力形式をＡＳＣＩＩまたはＨＥＸで指定します。

２）Ｓｔａｒｔ Ａｄｄｒｅｓｓ（先頭アドレス）

ＩＤコード領域の先頭アドレスを指定します。Ｍ１６Ｃ／２０シリーズでは

ＦＦＦＤＦＨが固定となります。
３）ＩＤ Ｃｏｄｅ（ＩＤコード）

ＩＤコードを入力します。

４）Ｓａｖｅボタン

入力したＩＤ照合パラメータをファイルに保存します。Ｓａｖｅボタンをクリックす

るとファイルセクションダイアログが表示されますので任意のファイル名を入力して

ください。

５）Ｂｒｏｗｓｅボタン

ＩＤ照合パラメータを保存したファイルを参照し、その内容に従って各パラメータを
設定します。Ｂｒｏｗｓｅボタンをクリックするとファイルセクションダイアログが

表示されますので任意のファイルを選択してください。

※ＩＤ照合処理の操作手順例について以下に示します。またターゲットＭＣＵの内蔵フラッシュ

メモリのＩＤコード領域は表６．１の設定とします。

表６．１ ＩＤコード設定
IDｺｰﾄﾞ領域ｱﾄﾞﾚｽ IDﾃﾞｰﾀ

FFFDFH 53H

FFFE3H 55H

FFFEBH 49H

FFFEFH 53H

FFFF3H 45H

FFFF7H 49H

FFFFBH 2EH

１）先頭アドレスパラメータにＦＦＦＤＦＨが設定されているか確認してください。

使用デバイスパラメータを”Ｍ３０２１ｘＦＣ”に設定すると自動で暗号照合パラメ

ータの先頭アドレスにＦＦＦＤＦＨが設定されます。

またＦＦＦＤＦＨ以外のアドレスを設定するとＩＤコードは一致しません。

２）入力形式パラメータをＡＳＣＩＩまたはＨＥＸに設定し、ＩＤ コードパラメータに
ＩＤコードを７バイト入力します。

ＩＤコードパラメータの設定例を以下に示します。

入力形式がＡＳＣＩＩの場合＞

ＩＤコード ＳＵＩＳＥＩ．

入力形式がＨＥＸの場合＞

ＩＤコード ５３５５４９５３４５４９２Ｅ
Ｓ Ｕ Ｉ Ｓ Ｅ Ｉ ．
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７．Ｂｏｏｔ Ｒｅａｄ（ブートリード）

ブート領域の内容を読み出しＥＦＰ－Ⅰ本体内蔵ＲＡＭに書込みます。ブートリードコマンド

の開始、終了アドレスパラメータにはＤＦ０００ＨからＤＦＤＦＦＨの領域を指定してください。

また開始、終了アドレスにブート領域以外のアドレスを指定すると不定なデータが読み出されます。

８．デバイスコマンドでのパラメータ入力
Ｍ１６Ｃ／２０シリーズのシリアル書込方式のＭＣＵはデータの読み出しおよび、書込みをペ

ージ単位で行います。１ページのデータサイズは２５６バイトとなりますので、デバイスコマン

ドの開始、終了アドレスの入力形式は以下の設定となります。

また開始、終了アドレスパラメータにページ単位以外のアドレスを入力した場合は、パラメータ

エラーとなります。

入力形式＞
開始アドレス ｘｘｘｘ００Ｈ

終了アドレス ｘｘｘｘＦＦＨ

９．ＥＦＰ－Ⅰ内蔵ＲＡＭの自動オフセットアドレス

ＥＦＰ－Ⅰ本体内蔵ＲＡＭの容量は５１２ｋバイトであるため、０Ｈから７ＦＦＦＦＨの領域

が使用できる領域となります。

Ｍ１６Ｃ／２０シリーズの内蔵フラッシュメモリのアドレス領域はＦＥ０００ＨからＦＦＦＦＦＨのため
ＥＦＰ－Ⅰ本体内蔵ＲＡＭの領域が不足しています。そのためＷｉｎＥＦＰは８００００ＨのＨＥＸ

オフセットアドレスを自動で設定し、ＥＦＰ－Ⅰ本体内蔵ＲＡＭの０Ｈが８００００Ｈとなり

終了アドレスがＦＦＦＦＦＨになるようにしています。

※ＷｉｎＥＦＰウィンドウメニュー内の［Ｅｄｉｔ］内のコマンドの開始、終了アドレスパラメータ

には８００００ＨからＦＦＦＦＦＨのアドレスを指定してください。

自動オフセット（８００００Ｈ）のため、０Ｈから７ＦＦＦＦＨのアドレスは使用できません。
※８００００Ｈの自動オフセットはＨＥＸオフセットアドレス等には表示されていません。

ＨＥＸオフセット等にアドレスを入力すると、８００００Ｈに入力したアドレス値を加算し

たオフセットが設定されます。


